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挑戦する選手の努力に“金
メダル”

　８月31日（土）、９月７日（土）の両日、秋田市の
各会場で「第11回秋田県障害者スポーツ大会」が
開催され、横手市内からも約120名が出場しまし
た。陸上競技やフライングディスク、バレーボール
などの競技に挑んだ出場者は、会場の声援を背に
次々と好記録を収められていました。一歩ずつ積み
重ねてきた成果が実を結び、また一歩、前に進むきっ
かけとなったのではないでしょうか。



２社協だより

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
か
ら
配
分（
九
六
二
万
八
、七
五
六
円
）を
受
け
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
多
く
の
福
祉
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
子
供
会
と
世
代
間
交
流
を
毎

年
夏
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
九
年
四

月
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
も
う
少
し
で
二

〇
〇
回
目
を
迎
え
る
地
域
に
根
付
い
た

歴
史
あ
る
サ
ロ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
や
カ
ル
タ
取
り
な
ど
の
ほ

か
、
こ
の
夏
は
人
生
亭
喜
楽
駄
朗
氏
を

お
呼
び
し
て
漫
談
会
を
催
し
た
り
と
、

笑
い
で
楽
し
く
な
る
サ
ロ
ン
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
は
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
春
に

は
消
火
訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
を
行

い
、
災
害
時
に
も
支
え
あ
う
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
冬
に
サ
ロ
ン
の
会
長
を
講
師
に

正
月
飾
り
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
季
節

に
合
わ
せ
た
活
動
も
行
い
な
が
ら
参
加

者
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

「いきいきサロン」では、住民同士の交流や親睦、結びつきを深めるために地域が自主的な交流活動、
地域支えあい体制づくりを目的に市内100ヵ所以上の地域で行われています。

安田原下町地区いきいきサロン 林崎地区いきいきサロン

筏地区いきいきサロン 八柏地区いきいきサロン

横 手 平 鹿

山 内 大 雄

特別版

募金は、各地で行われている「いきいきサロン」
にも活動助成金として使われています。わたしの

まちの
い い サロンき き

◆活動助成金総額：6,123,000円

ささえあう 心のかけはし 赤い羽根

赤い羽根共同募金運動が
はじまりました。

　今年も「赤い羽根」の季節がやってきました。平成25年度「赤
い羽根共同募金運動」が10月１日より全国一斉にスタートし、
戸別訪問や街頭募金などの募金活動が行われています。
　例年、この運動には多額の募金が寄せられ、県内各地の民間
団体のほか、横手市内の福祉活動にも配分されています。

平成25年度



３ 社協だより

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

そ
ら
～

　
今
回
の
助
成
金
で
、
作
業
用
プ
レ
ハ
ブ

を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
候

に
左
右
す
る
こ
と
な
く
自
転
車
の
解
体
や

貝
殻
の
粉
砕
作

業
等
が
で
き
、

利
用
者
は
快
適

な
環
境
の
も
と

日
々
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◆障がい者の暮らしを支援する活動：
　1,220,000円

　平成25年度「赤い羽根共同募金運動」が始まりました。寄せられた募金は、県内・市内の福
祉活動や民間福祉施設の整備、災害への備えなど、地域福祉の推進に役立てられます。運動期
間中、様々な機会で募金活動を行いますので、皆様のご協力をお願いいたします。

　　　　 10月１日～12月31日（10月は運動強調月間です）運動期間

横手市共同募金会より平成25年度　赤い羽根共同募金に
ご協力をお願いいたします

❶かいご教室
　（介護技術等の講座）
❷ふれあいの手紙事業
　（児童と高齢者との交流
活動）
❸ふれあいフェスティバル
　（障がい者とボランティ
アとの協働イベント）

そ
の
他
に
も
次
の
活
動
費
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

❶

❷

❸

心
配
ご
と
相
談
所
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

準
備
、
福
祉
教
育
活
動
推
進
校
活
動
助
成
、

福
祉
出
前
講
座
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
や

福
祉
意
識
の
啓
発
な
ど
を
目
的
と
し
た
活
動

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆各活動経費総額：
　3,505,756円

2013年

　赤い羽根共同募金は、戦後直後の1947年（昭和22年）に、戦後復
興の一助になろうと市民主体の民間運動としてスタートし、今年で
66年目を迎えました。
　60年以上たった今でも、社会が大きく変化する中で、様々な地域
福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援する仕組みとして、また、
市民のやさしさや思いやりを届ける運動として、共同募金は市民主体
の運動を進めています。

66年目の赤い羽根

2006年（60周年時） 1976年（30周年時） 1947年（開始時）



火の元検査に同行訪問
共同で地域の安全・安心次につながる話し合い

東山崎・西山崎小ネットワーク会議

ありがとう いっしょにないたり 笑ったり ４社協だより

大　森

　７月23日（火）、東山崎地区と西山崎地区との
合同による小ネットワーク会議を開催しました。
　会議には両地区の自治会長や民生委員、福祉協
力員など関係者11名が集まり、地域の現状把握
や今後の取り組みなどについて話し合いました。
　また、以前、いきいきサロンで作成したマップ
を更新しながら情報交換を行い「サロンに参加し
ている方が多いので、まだ参加していない方に声
を掛けてみよう」と、地域の交流につながる意見
などが出されました。
　そして、初めて会議を開催した東山崎地区で
は、後日、福祉協力員による高齢者世帯等への訪
問活動「安全・安心パトロール事業」を行うなど、
次の福祉活動につながる話し合いとなりました。

増田・十文字

　昨年末より高齢者世帯での火災が多発している
ことから、横手市消防署では高齢者世帯へ火の元
検査等の訪問活動を行っており、８月下旬に行わ
れた増田分署と十文字分署管内の訪問には、各福
祉センター職員も同行させていただきました。
　増田分署管内の訪問では、最近のできごとや趣
味などで会話も弾み、和やかな雰囲気の中で点検
が行われたほか、熱中症予防の呼びかけや日常生
活に関する相談にも対応させていただきました。
　消防署では、今後も地域の関係機関と協力し訪
問を実施していくとのことですが、社協も住民や
関係機関等と連携・協力しながら、地域の安全・
安心につながる活動を進めていきます。

　
「
み
ん
な
が
つ
く
る　

み
ん
な
の
福
祉
」を
テ
ー

マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
福
祉
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時
／
平
成
二
十
五
年
十
月
十
日（
木
）

　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
開
催
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村 

ド
ー
ム
劇
場

◆
内
容
／
大
会
式
典
、
大
会
宣
言

　

福
祉
教
育
活
動
実
践
発
表（
雄
物
川
北
小
学
校
）

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
シ
ニ
ア
劇
団 

松
ぼ
っ
く
り

「
唄
う
平
成
お
宮
の
松
」）

◆
参
加
費
／
無
料（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

◆
送
迎
／
送
迎
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
九
回 

横
手
市
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

　

横
手
市
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、
介
護
さ
れ
て

い
る
ご
家
族
の
交
流
会
を
二
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

【
天
然
温
泉
ホ
テ
ル
こ
ま
ち（
秋
田
市
）】

◆
開
催
日
時
／
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
三
日

（
水
）・
十
月
二
十
六
日（
土
）

　

９
時
～
17
時（
送
迎
時
間
含
む
）

◆
開
催
内
容
／
昼
食
交
流
、
観
劇
な
ど

◆
参
加
費
／
五
〇
〇
円

※
送
迎
あ
り

【
横
手
駅
前
温
泉
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
】

◆
開
催
日
時
／
平
成
二
十
五
年
十
一
月
六
日（
水
）・

家
族
介
護
者
交
流
事
業
の
開
催

お
知
ら
せ

ノ
ー
ト

fukushinews
情 報 ひ ろ ば

一緒に訪問することで和やかな雰囲気の中で活動ができました

積極的に意見が出され新たな福祉活動が誕生しました
※増田管内では8／27～28に本町・一本柳・石神で、十文字

管内では8／20～21に植田・睦合地区で行われました。



ありがとう 伝える「心」返せる「気持ち」５ 社協だより

ふ く し

　

十
一
月
十
日（
日
）
10
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
開
催
内
容
／
昼
食
交
流
、
講
話
、
健
康
体
操
、

介
護
相
談
な
ど

◆
参
加
費
／
無
料

※
現
地
集
合

◆
対
象
者
／
市
内
在
住
で
要
介
護
度
三
、四
、五
と

認
定
さ
れ
た
方
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
（
日
常
的
に
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
除
く
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７
（
担
当
：
大
坂
）

介護実習生が来所
夢に一歩近づいた夏休み地域に支えられた夏の風物詩

各施設・事業所の夏祭り

各施設・事業所

　７月下旬から８月上旬に掛けて開催された各施
設・事業所恒例の夏祭りが、地域の方々や多くの
ボランティアのご協力を得て開催されました。
　雄水苑では、昨年もボランティアとして参加し
てくれた高校生や、以前、職場体験で来所した学
生から参加の申し出があり、準備から屋台の運営、
終了後の片づけまで、長時間にわたってお手伝い
いただきました。また、憩寿園では化粧セラピー
活動を行っているボランティアから夏祭りに参加
するご利用者に化粧をしていただくなど、各夏祭
りで芸能披露や運営にお手伝いいただき、皆さん
に大変喜んでもらえた夏祭りとなりました。
　改めて、地域に支えられていることに感謝し、
地域と様々な形でつながりのある施設・事業所の
運営に努めていきます。

憩寿園

　今年の夏、職場体験や介護実習、ボランティア
活動のために、多くの学生が本会の各施設・事業
所を訪れました。
　その中で、８月に憩寿園で介護実習を行った増
田高等学校３年の加藤早貴さんは、ご利用者との
会話やタオルをたたむ作業などを行いました。加
藤さんは「身体が不自由だった祖父を３年前に亡
くしたけど、自分は何もできなかった。もし家族
が介護の必要な状況になった時、少しでも役に立
ちたい」との想いから、介護実習のほかボランティ
ア活動にも積極的に取り組んでいます。
　「将来は旅館やホテルで仕事をしたいので、人
との接し方や思いやる心を学びたい」と語る加藤
さん。多くの学生にとって将来の夢に一歩近づい
た夏になったのではないでしょうか。

ご利用者と一緒に作業に取り組む加藤さん（写真左）

学生ボランティアのいる屋台は大繁盛 !?（雄水苑）

　

山
内
鶴
ヶ
池
に
あ
る

「
ほ
っ
と
パ
レ
ス
ゆ
う
ら
く

館
」
は
、
市
内
の
六
十
歳

以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
利
用
で
き
る
天
然
温

泉
施
設
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り

と
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

（
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
指
定
管
理
を
受
け
て

運
営
し
て
い
ま
す
）

◆
利
用
料
／
二
一
〇
円

※
横
手
市
健
康
づ
く
り
入
浴
サ
ー
ビ
ス
券
ご
利
用

の
場
合
…
一
五
〇
円

◆
営
業
時
間
／
９
時
～
16
時
（
入
浴
は
10
時
～
、

毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
は
休
館
）

◆
住
所
／
横
手
市
山
内
土
渕
字
鶴
ヶ
池
三
一

－

三

　
（
あ
い
の
の
温
泉 

鶴
ヶ
池
荘
様
近
く
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
山
内
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
53

－

３
０
０
９

ほ
っ
と
パ
レ
ス
ゆ
う
ら
く
館
の
ご
案
内

●

●

●

●
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機
関
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
、

今
後
、
地
域
の
共
助
と
公
助
を
結
び

つ
け
る
た
め
に
自
分
が
�や
る
べ
き

こ
と�
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
案
と
し
て
、
地
域
と
協
働

に
よ
る
「
住
民
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」

の
作
成
を
考
え
て
お
り
、
こ
の
活
動

を
通
し
て
地
域
住
民
の
結
び
つ
き
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
が
大
事
な
�結
び
目�
と

な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

一
緒
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

増
田
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高 

橋　

拓 

也

地
域
住
民
と
関
係
機
関
・
団
体
等
が
行
う
活
動

の
中
に
関
わ
り
、
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、
そ
の
課

題
解
決
に
向
け
た
�コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役�
を
意
識

し
な
が
ら
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
八
月
、
増
田
・
戸
波
地
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
座
談
会
に
参
加
し
、
地
域
の
現
状
や
課
題
な
ど
を

お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
地
域
の
高
齢
化
に
よ
る
除
雪
問
題

や
水
害
に
よ
る
地
域
の
孤
立
な
ど
の
悩
み
や
不
安
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
解
決
に
は
地
域
内
の
連
携

や
助
け
あ
い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
行
政
等
の
関
係

くしふ 窓の
社  協  の  事  業  所  紹  介

ホッとする“湯っこ”お届けします
指定訪問入浴介護事業所

地
域
福
祉
活
動
日
記

　私たちの事業所は、横手福祉センターを拠点（本年４月、東部・南部を統合）に、ご利用者様の健康維持やご
家族様の負担軽減の一助となるよう、自宅を訪問し入浴介護サービスを提供させていただいております。
　現在、特殊車両４台と15名の職員体制。ご利用者様宅には、浴槽を積んだ特殊車両にて看護師を含めた３名の
職員がお伺いし、ご家族様より日々のご様子を伺い、体調チェックやお声掛けをしながら安全・安心な入浴介護
に配慮しております。
　また、胃ろうなどの経管栄養やＩＶＨ（中心静脈栄養）、人工呼吸器をされている方への対応はもちろん、体調
の変化等により入浴が難しい時には身体の清拭に切り替えるなど、状態に応じた柔軟な対応により、ご満足いた
だけるサービスの提供を心掛けております。ご利用者様のゆっくりとした笑顔が見られるよう、そして地域で安
心してお暮しいただけるよう、誠心誠意お手伝いをさせていただきますので、よろしくお願いいたします。

会話を楽しみ安全に配慮しながらサービスを
提供しています。（写真は菅原様のご自宅で）

■所在地…横手市卸町５番10号　■電話…33－8668　■ FAX…33－8778
■営業日…毎週月～金曜日（12/31～1/1除く）■営業時間…8：30～17：30
■職員数…15名

ご利用者の菅原孝一郎様（十文字・真角）のご家族 麗子様より

　じいちゃんが寝たきりになったのが５年前。それ以来、週１回訪問入浴を利
用しています。職員の皆さんに声を掛けていただき、昔の話をしながら泣いた
り、笑ったり…。「やっぱ湯っこはええなー」と、にぎやかに入浴を楽しんで
いますが、湯上りの顔を見ると私たちもきれいになった気持ちになります。
　体の状態や介護の悩みを相談するなど、皆さんの力を借りながら介護してい
ます。ありがとうございます。
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。



ありがとうございました
平成25年７月１日～８月30日受付分

※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れます
ことをご容赦願います。

※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉セ
ンター・施設で行っております。

善意

７ 社協だより
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次号（12月１日発行）
テーマは…「ぬくもり」

雪もちらつく寒い12月。
次号テーマは、寒い時期こそ感
じたい「ぬくもり」です。

【応募方法】市内在住の方ならどな
たでもご応募できます。作品（１
人２点まで）と氏名（ペンネーム
可）、連絡先をご記入の上、ハガキ
やFAX、メール等でご応募ください。

（様式は問いません）

　〒013－0072 横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会
　　　　　　「ふくし川柳」係
　FAX：36－5388
　e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
◆締切日：平成25年10月31日（木）

【広報掲載】ご応募いただいた作品
の中から数点を選考し作品、氏名等
を掲載いたします。

テーマ
食

【横手福祉センター受付】
● 協同組合横手卸センター
 　　理事長 多賀糸　敏　雄 様
● よねやハッピータウン店 様
● 雄物川中学校第８期還暦を祝う会

佐藤成吾様ほか２組一同 様
● 山　田　春　美 様（下　境）
● 妻　野　長　茂 様（館　石）
● 山　下　リ　ツ 様（根　岸）　
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 斉　藤　フ　ミ 様（大屋新町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 黒　崎　由　紀 様（朝倉町）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 佐　藤　　　藍 様（本郷町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 黒　沢　昭　次 様（旭　川）　
● 玉川遠州流前田社中 様
● よこて女性コーラス 様
● ひばり歌謡会 様　
● 三門流かまくら舞踊会 様
● 黒川三ツ葉会 様
● 横手ばやし 様（平城支部）
● 横城小町 様
● 大正琴愛好会 様

【増田福祉センター受付】
● 増田中学校第22期還暦同期会 様
● 石　田　　　正 様（上　町）

【平鹿福祉センター受付】
● よねや浅舞店 様

【雄物川福祉センター受付】
● 坪　井　幸　子 様（新　丁）

● 雄物川地域老人クラブ連合会 様

【十文字福祉センター受付】
● 鶴　田　貢　造 様（平鹿・蒋沼）
● 小　松　吉　司 様（東　町）
● アンサンブル・リベラ 様
● 横手市十文字民生児童委員協議会 様

【山内福祉センター受付】
● 向　川　善　雄 様（軽井沢１区）
● 演歌クラブ 様

【大雄福祉センター受付】
● JA秋田ふるさと女性部 大雄支部 様
● 奥　山　一　男 様（大慈地谷地）
● ブルーサルビア 様
● 舞踊 華の会 様

【平寿苑受付】
● 小　松　栄　子 様（十文字・学校通り）
● 平寿苑草刈隊 様
● 田中ボランティアグループ 様
● 高　橋　菜々子 様（十五野）
● 菊　地　恵梨夏 様（沼　下）
● 栗　田　ゆみ子 様（下谷地）
● 醍醐保育園 様
● 横城小町 様
● 傾聴ボランティアささやき 様

【雄水苑受付】
● だべーる会 様
● JA秋田ふるさと絵手紙教室 様
● 雄物川町美容組合 様
● 雄物川町理容組合 様
● 下　村　蔵之助 様（沼　館）

● 佐　藤　圭　子 様（東　里）
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● 雄物川地域老人クラブ連合会 様
● アンダンテの会 様
● とっぴんぱらりのプー 様
● 菊　地　菜　那 様（雄物川高）
● 菅　原　美奈子 様（雄物川高）
● 長　澤　千保美 様（雄物川高）
● 渡　辺　芽　衣 様（雄物川高）
● 小　松　京　平 様（横手清陵学院高）
● 渡　辺　夏　美 様（平成高）
● 石　塚　竜　海 様（沼　田）
● 古　内　悠　登 様（下開西）

【憩寿園受付】
● ㈱損害保険ジャパン秋田支店 様
● 日本興亜損害保険㈱秋田支店 様
● AIRジャパン秋田支部 様
● J－SA秋田支部 様　
● 菅　原　二三勝 様（真　角）
● 神　原　　　實 様（八兵エ丁）　
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 横手市シルバー人材センター女性部 様
● 日高見オカリナ 様
● 横手市十文字民生児童委員協議会 様　
● イオンスーパーセンター横手南店
　　　　　　　　　　つばきスマイル 様
● 後藤鮮魚店 様
● 和泉青果 様
● 糸井牛乳店 様
● JA秋田ふるさと青年部 様　
● 増田高等学校実習生 様
● 佐々木　　　仁 様（栄　町）
● 藤　田　信　幸 様（湯沢市）
● 佐々木　　　平 様（東京都）

一
、
病
ん
で
知
る
食
と
人
の
あ
り
が
た
さ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

雅
ち
ゃ
ん
／
増　

田

一
、
食
卓
を
皆
で
囲
め
ば
絶
品
料
理

ペ
ン
ネ
ー
ム 

と
こ
ち
ゃ
ん
／
平　

鹿

一
、 

ミ
ニ
デ
イ
は
会
話
が
味
つ
け
食
進
む

ペ
ン
ネ
ー
ム 

り
ん
ご
さ
ん
／
平　

鹿

一
、
里
帰
り
母
の
味
を
た
ん
の
う
し

お
ふ
く
ろ

ペ
ン
ネ
ー
ム 

長
月
さ
ん
／
平　

鹿

一
、
食
べ
す
ぎ
て
後
で
後
悔
腹
ま
わ
り

ペ
ン
ネ
ー
ム 

か
え
ち
ゃ
ん
／
大　

雄

一
、
食
べ
物
の
色
あ
ざ
や
か
な
夏
の
日
々

ペ
ン
ネ
ー
ム 

ク
ロ
コ
さ
ん
／
大　

雄

　９月７日（土）、横手城南高等学校創立100周年記念として開
催されたチャリティコンサートの席上において、主催の横手城
南高等学校銀杏同窓会様よりその収益金を本会にご寄贈いただ
きました。この寄付金は地域福祉の向上のために有効に活用さ
せていただきます。誠にありがとうございました。

横手城南高等学校銀杏同窓会様よりご寄付をいただきました

銀杏同窓会会長 橋村真貴子様
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社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

８社協だより

ふ し 人く な たち

地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

小 西　　茂さん（雄物川）

ボランティア個人・
団体の活動から

　「うちの地元の人たちは色んなことに協力的な
んだよ」と、地域のことを笑顔で語る小西茂さん。
沼館公民館アスパルの運営委員としてカラオケや
スポーツを楽しむ高齢者の世話役を担われている
ほか、今宿西町愛郷会の会長として有志約20名と
地域の花壇への花植えや草むしり、桜並木の手入
れを行うなど、地域で精力的に活動されています。
　「忙しくて大変な時もあるけど、天気や段取りな
どを考えながら動くことは様々なことに思いを巡
らすいいきっかけとなります。参加しているみん
なも楽しんで活動し、桜や花壇は地域の人に喜ば
れています」と活動に手応えを感じられています。
　今、気になるのは後継者について…。「地域の
ことだけではなく、10年後の桜並木も気になるん
だ」とのことでした。
　福祉協力員会の会長も務めている小西さんは
「地域の一人ひとりの協力や連携が大切。心が通
い合う“えがおの町”になるよう、地域と一緒に
活動していきます」と、終始笑顔で地域のことを
語ってくれました。

株式会社 損害保険ジャパン
秋田支店（横手支社）

社協特別会員・共同募金協力
企業の活動から

　損害保険会社として、全国展開されている株式
会社損害保険ジャパン様。今年７月24日（水）、県
内各支社と関連会社並びに関連組織の皆様が、特
別養護老人ホーム憩寿園に車イスの清掃・整備活
動に訪れました。
　今回、同社秋田支店横手支社を通じてお話があ
り、当日は県内各支社社員のほか、同社プロ代理
店による組織：J－SAの会員、同社代理店の自動
車整備工場による組織：AIRジャパンの会員、日
本興亜損害保険株式会社秋田支店の社員、総勢
56名の皆様が訪れ、車イスの清掃や修理などを
行ってくださいました。
　また、J－SA並びにAIRジャパンの会員の募金
により車イスを２台ご寄贈いただきました。
　同社では、このような活動を毎年各地で行って
いるほか、環境問題にも取り組むなど、社会貢献
企業として国内外でご活躍されています。

自動車整備技術などの本業を活かした社会貢献活動を
行っています


